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4.1 全体図

（1）で学習データの準備

（2）はモデルの記述

__init__ と__call__の部分は必須です。

（3）はモデルと最適化アルゴリ

ズムを設定する部分です。

（4）が学習の部分です。

（5）で結果の出力です。



Irisデータ

機械学習でよく用いられるサンプルデータ

150個のデータからなり、各データはアヤメのデータ

各データにはアヤメの花の種類

setosa (0)、versicolor (1 )、virgmica (2 )に

応じて、その数値がラベルとして与えられている

こからはプログラムfoo.pyなどの形で書いて実行する形を想定して
います。

> python f00.py

4.2 Irisデータ



教師信号にあたるytrainの要素は、3次元のべクトル

例: クラスが 1
（0.0，1.0，0.0）



>>>from sklearn import datasets

Irisデータだけを取り出すのに、本書のサンプル
プログラム集の中にiris-x. txt およびiris-y. txtを使
って、変数XとYを作る



出力層: 3つのユニット

中間層: 6つのユニット

入力層: 4つのユニット

4.3 基本的なプログラム



Chainのクラスを設定します。
IrisChainと名付けました

パラメータの学習



バッチ処理：1回パラメータ更新ごとに75個の訓練データ全てを使う

ミニバッチ：1回のパラメータ更新にはランダムに取り出した25個の

訓練データを使う

4.4 ミニバッチ



Chainerでは累積された誤差の総計から勾配を求め

結果的には、各データに対して、勾配を求め、それら勾配の総和を
取ったものを累積された誤差の勾配としている

4.5 誤差の累積



4.6 softmax

i：次元の番目

𝑥𝑖：第i次元の値

softmax(𝑥𝑖)：確率値に変換する

関数



softm関数はfunctions内で提供されているので、出力層からの出

力に活性化関数としてこの関数を呼び出すだけで、出力値を確

率値に変換できる



• 出力層からの出力に
softmax関数を利用場合、
教師信号はラベルなの
で、cross entropyで損失
を測る

• Chainerには損失関数と
して

F.softmax_cross_entropyが
用意されている

• 教師信号はラベルに対
する整数値を指定する

4.7 softmax cross entropy



ロジスティック回帰：

• 分類問題を解く機械学習の手法

• NNを利用して実現できる

• 識別先のクラスが2値

3値以上の場合は多項ロジスティック回帰と呼ばれる

4.8 ロジスティクス回帰



識別先のクラスをC  = {𝑐1,𝑐2 … ,𝑐𝑘}、入力のベクトルを

x = (x1, x2 … , xn )
tとしたとき、多項ロジスティック回帰のモデル

は以下の式で表せる

p(𝒄𝒌|x) = π(𝒂𝒌)

𝒂𝒌 = (𝑾𝒙 + 𝒃)𝒌

W：K行ｎ列の行列

ｂ：K次元べクトル

Π：はsoftmax関数

(𝑊x + 𝑏)𝑘：𝑊x+ 𝑏のｋ次元の値




